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　　　　　 　　　(自平成14年4月1日　至平成15年6月20日)

　　　　　　　　　　 事 業 報 告 書

　

　

平成15年6月　　　

　　　　　　　　　日本インターネット医療協議会　　　



ごあいさつ　　　

　平素は、会員並びに関係者の皆様には、格別のご支援、ご協力を賜り、有り難く厚く

御礼申し上げます。

　本年度の総会は第5回となりますが、本協議会はこのたび東京都より、特定非営利活

動法人の認証を取得し、新たにNPO法人として再スタートを切らせていただくことにな

りました。従って、今回の総会は任意団体としての最後の総会ということになります。

　ちょうど、1998年6月27日にJIMAの設立総会を開催し、ほぼ5年が経過しました。5

年目の節目にNPO法人として新たな衣で生まれ変わることができましたことをたいへん

喜ばしく存じます。

　ここまでやって参れましたのも、偏にJIMA会員の皆さまはじめ、運営委員、理事等

関係者各位の皆さまのご支援、ご理解があればこそと誠に有り難く感謝申し上げる次第

です。

　この5年の間に、インターネットや医療を取り巻く環境も大きく変わりました。イン

ターネットは今や国民生活に不可欠の情報インフラとして定着してきました。また、小

子高齢化社会が進む中で社会保障の在り方と関連して医療をめぐる様々な問題が社会の

大きな関心の対象となっています。こうした変化を背景に、インターネットのような情

報通信技術を医療の分野で積極的に利用、活用していこうという動きも目立ってきてい

ます。

　JIMAでは、当初より医療・保健分野でのインターネット利用の環境づくりを目的と

して、さまざまな活動に取り組んで参りましたが、情報やサービスを提供する側と利用

する側双方の間にたって、安全性や信頼性の確保のための仕組みづくりの議論を積み重

ねてきました。この春、まとまりましたeヘルス倫理コードは、そのような努力の集成

でありますが、国内のみならず、海外の状況をみましても、ここで扱ったテーマは情報

化時代の今日、きわめて重要な課題になってきていることがわかります。

　NPO法人として新たに定めた事業目的も、こうした時代の推移を踏まえ、これまでの

事業を継承しつつ、さらに先の将来を展望したものになっています。非営利の第三者機

関が社会で果たす役割がますます重要になってきています。とりわけ、医療・保健の分

野では社会的福祉の増進、あるいは公益のためのNPO活動が大きく期待されています。

JIMAでは、インターネットと医療の領域で質の高い情報やサービスの提供・利用して

いくための環境づくりに今後とも力を入れて取り組んでいく所存です。

　JIMA会員はじめ関係者の皆さまには、今後も変わらずご支援、ご協力を賜り、重要

な事業目標の実現のためにご指導・ご鞭撻をいただきますようよろしくお願い申し上げ

ます。

平成15年6月28日

　　　　　　　　　　　　　　　　　日本インターネット医療協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　辰巳治之



　　　　　　　　　　　　会員動向報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (平成15年6月20日現在)

　

　　　　 1.　現在会員数　　　　　　

　　　

　　　　　　　　　　　　内訳　正会員　 111名

　　　　　　　　　　　　　　　準会員　　16名

　　　　　　　　　　　　　　　一般会員　63名

　　　　　　　　　　　　　　　賛助会員　15社

　　　　　　　　　　　　合計　　　　　205名(社)

　　　　　2.　平成14年度入退会状況

　　　　　　　　　入会　　　　　　　　　33名(社)

　　　　　　　　　　　　内訳　正会員　　14名

　　　　　　　　　　　　　　　準会員　　 3名

　　　　　　　　　　　　　　　一般会員　12名

　　　　　　　　　　　　　　　賛助会員　 4社

　

　　　　　　　　　退会　　　　　　　　 　3名(社)

　　　　　　　　　　　　内訳　正会員　　 1名

　　　　　　　　　　　　　　　賛助会員　 2社　　　



　　　　　　　　　　平成14年度運営委員名簿

　　　　　　　　　　　　 　(自平成14年7月1日　至平成15年6月20日)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(敬称略、アイウエオ順)

1　大山博司　　　両国東口クリニック副院長
2　小内　亨　　　おない内科クリニック副院長
3　小松楠緒子　　明治薬科大学
4　倉治ななえ　　医療法人社団仁慈会
5　中田郷子　　　MSキャビン
6　中野博美　　　京都きづ川病院理事長
7　中山健夫　　　京都大学大学院医学研究科
8　橋本栄里子　　慶応義塾大学大学院
9　藤田かがり　　万有製薬株式会社
10 前田　泉　　　ティーエム・マーケティング株式会社
11 松井美楯　　　コニカメディカル株式会社
12 森田　巧　　　ソニーコミュニケーションネットワーク株式会社



　

　　　　　　　　　　　　第3期役員名簿
　
　　　　　　　　　　　 　(自平成14年6月16日　至平成15年6月20日)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(敬称略、アイウエオ順)

　＜理事長＞

　　辰巳治之　　　札幌医科大学教授

　＜副理事長＞

　　高橋基文　　　医療法人二葉会理事長
　　水島　洋　　　国立がんセンター研究所がん診療支援情報研究室室長

　＜理　事＞

　　秋山知文　　　東京弁護士会
　　伊藤雅彦　　　国際医療福祉大学臨床医学センター助教授
　　遠藤直哉　　　第二東京弁護士会
　　長見萬里野　　(財)日本消費者協会理事
　　上出良一　　　東京慈恵会医科大学助教授
　　亀田俊忠　　　亀田総合病院理事長
　　西藤成雄　　　医療法人西藤こどもクリニック理事長
　　花井荘太郎　　国立循環器病センター運営部高度情報専門官
　　藤谷護人　　　東京弁護士会
　　山中　昇　　　和歌山県立医科大学教授
　　吉原博幸　　　熊本大学教授

　＜監　事＞

　　畑　直成　　　畑内科クリニック院長

　＜事務局長＞

　　三谷博明　　　

　　　



　

　　　　　　　　　　平成14年度決算報告書

　

　　　　　　　　　　　日本インターネット医療協議会



平成15年6月20日現在

単位：円

科　目 金　額 科　目 金　額

現　金 494 預り金 0

銀行預金 7,266 未払い金 0

仮払金 0 当期剰余金 7,760

合　計 7,760 合　計 7,760

資産の部 負債の部

貸借対照表



単位：円

科　目 金　額 科　目 金　額
事務費 522,500 登録・年会費 1,305,185
　消耗品費 17,963 マーク使用料 240,000
　印刷費 24,548 研究会費 160,000
　通信費 97,264 雑収入 55,012
　連絡事務費 382,725 前期繰越金 1,926
サーバー利用費 248,955
会議費 207,552
研究会費 282,048
図書ソフト費 1,627
機器備品費 0
マーク使用料 241,500
雑費 250,181
支出合計 1,754,363
当期剰余金 7,760
合計 1,762,123 1,762,123

平成14年度収支計算書

支出の部 収入の部　

自　平成14年4月1日
至　平成15年6月20日



単位：円
(収入の部)
科　目 本年度決算額 本年度予算額 比較増減

研究会 160,000 100,000 60,000 インターネット医療フォーラム

マーク使用料 240,000 350,000 -110,000 トラストマーク41件

雑収入 55,012 10,000 45,012

前期繰越金 1,926 1,926 0
合　計 1,762,123 1,711,926 50,197

(支出の部)
科　目 本年度決算額 本年度予算額 比較増減

事務費 522,500 630,000 -107,500
　消耗品費 17,963 50,000 -32,037
　印刷費 24,548 50,000 -25,452
　通信費 97,264 200,000 -102,736
　連絡事務費 382,725 330,000 52,725
サーバー利用費 248,955 200,000 48,955
会議費 207,552 300,000 -92,448
研究会費 282,048 200,000 82,048 フォーラム
図書ソフト費 1,627 30,000 -28,373
機器備品費 0 50,000 -50,000
マーク使用料 241,500 350,000 -108,500 トラストマーク
雑費 250,181 100,000 150,181
予備費 0 51,926 -51,926
当期剰余金 7,760 0 7,760
合計 1,762,123 1,711,926 50,197

平成14年度収支計算明細書

登録・年会費
新規会員入会費　556,685　

1,305,185

摘　要

自　平成14年4月1日
至　平成15年6月20日

　

55,1851,250,000

摘要
新規会員数　正14、準3、一般12、賛助4　　

寄付金、銀行利息

封筒、伝票、事務用品等

コピー印刷代等

電話、FAX、切手等

連絡事務料

ホスティング、メール

総会会議費、運営委員会

書籍

荷造り運賃、マーク商標登録等








